
子どもの立場ピアサポートフォーラムの歩み 

2023-24

第１回 　「わたし」 に注目

　　　　　　　　　　　「わたし」 を大事にできている？

第２回　「わたし」 たちがつながって 「私たち」 になることの意味

　　　　　　　　　　「わたしたち」 がつながって何をする？

第３回　　　ヤングケアラーと呼ばれる私たちが 「ヤングケアラー」 を見つめ直す

　　　　　　　　　　　

「ヤングケアラー」 と言われるけど　　ここに集まった私たちは、 それぞれ困難を抱えてきた

様々な団体から集まった私たちだからこそ、 様々な形があることにも気がつけるし、

それも認め合える　　　もちろん共通点もある

わたしたちが一緒に語り合うことで、 気がついたことは、 新しい 「何か」 を生み出す

きっかけになるのではないか

「ヤングケアラー」 という言葉が私たちに光を与えてくれた一方で、

その影に隠れてしまう人がいる

カテゴライズは時に分裂を招く

そこで立ち止まり、 疑問を呈したい

共生社会への歩みの中で、

私たち 1 人 1 人が問われていることではないだろうか？

フォーラムコンセプト



＜ 参加された方々の声 ＞

＜ 参加された方々の声 ＞

・ 物理的に距離を置くことで、 自分の時間は作れるかもしれないが自分らしさ

は見えにくい。 でも、 相手が今よりもちょっと良くなればと思うことや、 今以上

にしんどくならないようにするためといったある種自己防衛的なところで、 話を

聞くことは自分を生きる一つの方法なのではないかと思う。

・ 実は無意識のうちに 「自分を大切にしている」 のでは？と思ったら、 自分を

変える必要はなく、 このままの自分でいいのだな、 と思ったら、 気持ちが楽

になりました。

・ こどもの立場であることが、 自分自身にどれだけ影響を与えていたのかを、

皆さまとお話しすることで改めて気づかされました。 同じ立場の誰かと出会う

ことで、 また成長できたように思います。 ありがとうございました。

・ 多くの団体さんと出会い語り合えてよかったです。 ありがとうございました！

・ 悩みながら、 言葉を紡いでいけた空間になったことは素敵だった。

・ 長いこと当事者団体の中にいるだけで他団体との交流があまり無かったとこ

ろから、 ここ数年で様々なカテゴリーの当事者様達と交流させてもらって、 毎

回刺激を受けて楽しませて頂いています。 今日はその中でも大変リラックスし

た状態で参加させて頂けてありがたかったです。

・ 団体をこえて、 みなさんの思い思いの話を聞くことができ、 ひとりじゃないこ

とを改めて感じました。

・ 対面っていいなあ

・ 参加者同士の距離が近づいた感じがしました。

・ 誰かの発言で、 自分の想いが溢れて、 伝えたくなったり、 心に残しておきたくなる体験をさせてもらいました。 ・

当事者とか関係なく、 一人一人個人として大切だと思う所が共通しているのが安心感に繋がりました。

2023 年 7 月 23 日　　子どもの立場 ピアサポートフォーラム

第１回 ワークショップ　「自分を大切にする。 って何？」

2023 年 11 月 4 日　　子どもの立場 ピアサポートフォーラム

第２回 ワークショップ　「わたしがつながることの意味」

＜ 前回の様子 ＞


